











































































































































【表 1 Wood et al.(1976)による六つの教師の機能】 
１ 補充 ２ 自由度の縮小 ３ 方向付けの維持 
４ 重大な特徴 ５ 欲求不満 ６ 実証 
 



























































































 Stigler & Hiebert (2002)は,日本の中学
2 年の授業から，授業の特徴の一つとして
仕組まれた問題解決と項目を挙げて紹介し





















































【表４  子ども同士の相互作用によって生じる「足場」】  
 「足場」 内容 
1 補充 (教師や子どもに対する)返事,応答等 
2 方向付けの維持  他者の意見への立場を示す機会等 
3 重大な特徴 受容や疑問,他者理解等 














 足場 内容 
1 環境 環境準備,課題等 
2 指示 明確な指示,暗黙な指示等 
3 専門プロセス 一般化,推定,抽象概念等 






































②  調査方法 
教授実験は，新潟県公立小学校三年生 38









22 名，計 38 名である。算数は少人数学級
で授業を行うが，本調査では通常学級で授
業を行った。本研究のデータは，平成 23 年































































































398 の「だって最後の 30 が…」という「実






























































































































































































































































   足場で「足場」を生み出す 
   「足場」で足場を生み出す 
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